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１. まえがき 

新たな学習指導要領 1)（文科省）により、

2020 年から小学校においてもプログラミン

グ教育を必修化とすることが公示された。現

段階では、まだ具体的な学習方法については

定められていないが、コーディング主体の学

習ではなく、プログラミングを体験しながら

論理的思考力を身に付けるための学習が求め

られている。 
我々は「少年少女ロボット教室」と銘打ち、

2007 年から小中学生を対象にした自律型ロ

ボットの公開講座を開講してきた 2)。本教室

は、週 1 回、約 1 年をかけてロボットの製作

からプログラミングまでを学ぶカリキュラム

となっている。 
さらに今年度は、より多くの人に体験して

もらうべく、ロボットプログラミングの出前

講座ができる体制を整備し積極的に実施した。

本報告では、出前講座用に構築したカリキュ

ラムや本年度実施した出前講座の実施事例を

紹介する。 
 

２．出前講座用カリキュラム 

 まず、出前講座用カリキュラムを構築する

にあたり教材ロボットの見直しを行った。少

年少女ロボット教室では、（株）ダイセン電子

工業社製「TJ3B」の PIC 基板をベースにセン

サや駆動系を拡張した教室独自のロボットを

使用している。センサ数が多く修理やメンテ

ナンスにも専門的な知識と技術が必要な本ロ

ボットは、時間が短く学習項目も絞られる出

前講義には向かないと判断した。そこで、数

あるロボット教材の中から今回は LEGO 社の

「マインドストーム EV3」を採用することと

した。特に一般個人でも入手がしやすいこと

とダイセン電子工業社製の基板と同様にアイ

コン型のプログラミングソフトが用意されて

いる点を評価した。 
 次に、少年少女ロボット教室での知見をも

とに出前講座用のカリキュラムを構築した。

講座の所要時間を 120 分とし、学習項目の検

討を行った。その結果①モータ制御、②タッ

チセンサ、③フォトリフレクタ（反射型光セ

ンサ）、④ライントレースの 4 項目を取り入れ

ることとした。また、それぞれの項目を個別

にプログラムするのではなく、各項目の内容

を順番に足し込んでいくことでプログラムが

発展していくように講義の流れを工夫した。 
 

３．出前講座の実施 

 今年度は下記 4 件の他、計 7 件（実施予定

を含む。）のロボットプログラミング出前講義

を実施した。 
1．「大垣北高校 理工系サイエンスラボ」 
 開催日：H29 年 8 月 1 日 
 場 所：大垣北高等学校（岐阜県大垣市） 

受講者：高校生 15 名 
2．「大学ｺﾝｿｰｼｱﾑせと サイエンスガール」 
 開催日：H29 年 8 月 19 日 

場 所：パルティせと（愛知県瀬戸市） 
 受講者：女子小中学生 26 名 
3．「ロボット：未来への想像と創造体験交流」 

開催日：H29 年 8 月 25 日 
場 所：益富中学校（愛知県豊田市） 
受講者：中学生 23 名 

4．「でんきの科学館エレキッズ」 
開催日：H29 年 9 月 24 日 
場 所：でんきの科学館（名古屋市） 
受講者：中学生 37 名 

他 3 件 
４．まとめ 

 出前プログラミング教育用のカリキュラム

を構築し、実践検証を行った。当日は、作成

したテキストや実施アンケートなどについて

も報告する。 
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